中国大連地域における中小企業の経営システムに関する調査研究
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中国大連地域における中小企業の経営システムに関する調査研究

第1章　大連市経済と企業経営環境

◎大連市の地域の経済現況
・中国東北部最大の工業都市(重化学工業都市)
・積極的な外資導入政策(産業の分散化と経済技術開発区の建設、高付加価値産業の育成)
・中国有数の港湾施設

◎投資環境としての長所、課題

・長所　安く優秀な労働力(日本語ができる人材多し、華僑の影響小)、整備されたインフラ
・短所　ローカルのビジネス習慣(三角債、戸籍、契約)、政治や法律の流動性


第2章　大連を中心にみる遼寧省の発展メカニズム

◎東北地域経済の停滞性の問題　広東省の経済との対比
・遼寧省　人口4000万人(3.4%)　面積15万km2(1.5%)
・重工業中心の産業構造、非効率な国有セクター中心

・抓大放小　国有企業改革、郷鎮企業の成長に期待

第3章　外資導入政策と大連地域経済の発展

◎対外開放政策展開
・外資選別受け入れ(奨励、許可、制限、禁止)、優遇措置の縮小　　　←大きな地域格差

◎進出した中小企業経営に対する影響

・郷鎮企業の多様性、日本と異なる分類。　郷鎮企業＝中小企業とは限らない。
・海外市場指向型、国内新規市場開拓型、国内市場独占型郷鎮企業
・中央と地方の関係、労働者の意識は、アメリカ的。


第4章　大連における企業経営の現状と課題

◎国有企業の制度上の問題点　(省略)

◎制度改革の現状　(省略)

◎郷鎮企業の経営面での特徴

・グループ経営、国際市場へのアプローチ、雇用関係の弾力化、元農民が多き経営者のプロ化

第5章　大連における中小企業の労務問題

◎労使関係、労務管理などの実情、問題点

・雇用契約制度の導入、新卒採用の弾力化、職業紹介機能の拡充、都市戸籍と農村戸籍　→市場経済化
・労使関係調整制度改革、賃金制度改革(賃金上昇、社会保障負担増)
・従業員の教育と訓練(早く現地化したい)

・進出企業同士の競争激化

第6章　日系進出中小企業の現状と課題

◎進出した日系企業の経営面での現状と課題　　　　←ヒアリング、アンケート

・内容は、上記のまとめ

　大連市　　　　　大連行政所轄部を含めた面積　13800ｋ㎡　　　　　　　　　（2001年）
総人口　約589.4万人、市区人口280万人、人口密度 441人／ｋ㎡
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地理

遼寧省大連市は中国東北部（黒龍江省、吉林省、遼寧省）の中で最も南に位置し、南西に突き出た遼東半島にあって海に囲まれています。緯度で見ると日本の新潟ぐらいの所となっていますので冬はやはり寒いのですが、海洋性気候のため雪はめったに降らないようです。
大連市は市内中心部である市区の中山区、西崗区、甘井子区、沙河口区の四つの区と行政区として金州区、日清・日露戦争の地である旅順口区、庄河市、瓦房店市、普蘭店市と長海県で成り立っています。そして、中山広場や天津街など良く知られた所の多くが中山区に集まっています。
また、大連は良港に恵まれていることもあって東北部最大の港でもあります。（不凍港）
日本との関係.

大連は日清・日露戦争の戦場でもあったにもかかわらず、日本に対し大変近親感を持っている都市と言えます。街の風景も、旧統治時代の建物が多く残っていたり、一部の路面電車はその頃のものを使用しているなど、訪れる日本人にとっても違和感の少ない街でもあります。
経済関係.
２００３年７月現在、日本企業数は２１５１社。長期駐在者およそ２０００人。大連経済開発区には３６７社（２００１年）が登記されています。
気候.
大連の緯度はちょうど秋田県のあたりに位置します。年間の気温は１月がマイナス４度ぐらいで夏８月が平均２３度ぐらいとなっています。雨の多い季節は夏の７、８月で月間雨量１７０ｍｍ程度です。海に囲まれているため緯度で感じる程冬は寒くはないようです。大連では、５月のアカシアの時期に空っ風が吹き、一年で最も空気の澄んだ頃となります。海洋性気候のため雪はめったに降らないです。
治安.
治安は良い方だと思います。スリに注意と言う話をききますが、私が大連に行って、そのような目にあったことはありません。しかし、言葉の違い、生活習慣の違いなどから誤解を生まないとも限りませんので、常に注意が必要です。
物価.
日本と変わらないのはホテルのレストラン、ブランドもの、外国製品（日米欧）など。安いのは一般市民の利用する食堂や日用品、交通機関、食料品など。正規のＣＤ、ＤＶＤも安く買えます。
(HP 看看大連より)


